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住
民
税
の
申
告
相
談
所
開
く

捻fi'野
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の

限定愛護義務
部市計E続税の4期分です

2月

一一月ニ

日
か
ら
各
地
区
で

払
刊
誌
制
執
絞
緩
、
遇
制
駅
、

V
今樹崎

醐鰐州斜他榔
E
品
内
庁
間
印
組
合
同
り
可
証
明
、

曹
や
品
開
欄
災
附
滞
納
制
緩
附
鰐
徐
時
共
演

的
組
合
の
師
陣
籾
、

V
カ
ー
ペ
ッ
ト

附関除
H
共
済
総
会
の
紙
切
、
軍

効
力
総
ろ
ん
描
偶
鐙
徐
H
納
税
縦
割

双
紙
、

V
騨
純
然
制
問
自
動
率
長
率

検
索
、
ま
た
は
紛
糾
制
緩
絞
就
降
、

甲
土
品
増
改
良
、
裁
総
裁
楠
総
数
?
+
ム

品
制
改
良
貯
悼
の
証
明
、
軍
磁
力
ふ

ん
か
拙
側
、
帥
別
物
ぃ
酷
柏
品
開
部
問
、
抽
押
乳

蝿偶
u
u漆
縁
側
酬
の
附
総
務
、
甲
小
作

料
援
除
H
泊
中
中
へ
の
官
民
払
綴
収

嫌官、
附
州
一
就
携
で
二
枚
以
上
の
期
申

告附
mM械
を
必
援
と
す
る
場
合
は

役
場
、
々
材
申
凡
部
閉
へ
わ
仰
い
で
く
だ

き
い
。
も
開
く

ω新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
。

ω内向品
m
m
w
務
象
所
得
者
。

ω資
家
、
災
織
な
ど
不
棋
糊
古
館
所

得
の
あ
る
方
。

・
な
お
、
申
告
綴
燃
は
次
の
と

お
ち
で
す
。

V
所
得
税
mw
滋
双
山
南
比
百
員
一
一
月

十
六
日
か
ら
一
応
対
十
笈
日
ま
で

V
個
人
事
業
務
の
南
北
附
乱
一
一
一
匁

…
…
・
古
川
畏
ま
で
G

V
刷
間
入
後
胤
関
税
の
申
告
主
一
一
月

二
十
…
…
何
時
ま
で

農地報償金

水道写室霊童ヱ事
主装き 226聞のま式験弁!1:l!it菱3()c酷(!)量生繁が入れられま
した。 2Hか与生島水テスト者鈴始して、それにもとづ
いて具体的な水遊布教対綴をにてますa

求
の
届
出
は

ま
だ
百
件
、
が
す
ん
で
い
め
t乙

機
斜
地
報
償
金
の
議
求
は
、
附
仲

畑
帝

mw
八
月
一
一
十
回
目
か
ら
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
ま
江
六
十
件
付

の
議
求
し
か
あ
立
ま
せ
ん
。
酔
町

内
で
は
柏
抑
留
百
件
の
該
%
ず
る

方
が
紛
争
議
す
e

手
続
き
法
例

年
立
一
開
月
末
終
ま
で
で
す
が
平
め

に
す
ま
せ
て
〈
ザ
何
事
い
。

務
端
本
の
手
続
き
と
w

齢
制
問
な
幾

ん
で
で
き
る
ど
け
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
総
入
す
る
と
ζ
ろ
で

わ
か
ら
な
い
ζ
と
が
あ
ち
ま
し

た
な
ら
、
仲
間
氏
、
災
潟
、
時
中
年

同
月
門
口
、
生
命
関
陣
後
援
隊
開
問
、
持
択

梯
世
相
問
時
附
開
閉
を
か
な
ら
ず
割
出
入
し

て
、
印
紙
麟
と
次
mw
銅
官
制
酬
を
と
執
持

参
く
ピ
さ
い
お
な
わ
刷
、
所
得
の

な
い
方
も
径
民
判
明
の
頭
幾
脅
し

ま
す
と
、
闘
関
民
鐙
出
陣
同
体
検
制
桝
が

減
額
き
れ
ま
す
か
ち
も
れ
な
く

療
挽
回
し
て
く
ど
き
い
e

V
幡
謀
議
接
品
開
2
一
簿
脚
燃
の
統
制
制
緩

V
際
機
契
控
除
苦
闘
匹
叫
剛
へ
の
官
民

払
酬
明
総
統
、

V
社
会
保
険
料
繍
部

隊
問
関
係
総
領
紋
餐
一
一
一
十
九
尋

問
十
年
出
成
分
、
附
闘
叫
同
年
金
手
縄
問

T
生
命
保
険
料
抽
関
脇
陣
話
係
後
料

油
開
ど
‘

:

i

d

、
な
共
同
説
明

後
釜蝿
時
期
ニ
月
二
十
一
詩
日

盟

問

定

-

所
得
税
mw
議
定
由
訟
円
、
同
開
人

一
事
情
刑
制
併
の
出
叩
脇
師
、
個
人
住
民
税

の
市
畿
の
災
関
税
制
関
点
滴
者
一
一
月

二
十
一
お
午
後
二
時
、
か
ら
絞
孫

子
繁
一
小
学
校
講
袋
で
お
ζ
な

い
ま
す
。

と
の
線
開
開
会
に
は
各
溜
申
告

を
な
き
る
労
災
多
数
然
ま
っ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
帥
持

κ次
に
該
当
す
る
方
は
、
続
掛
川

叫
制
裁
な
ど
い
ろ
い
ろ
棺
世
話
維
に
な

る
と
間
給
わ
れ
ま
す
か
与
、
ぜ
ひ

出
掛
持
し
て
く
だ
3
い。

時
日
時
制
噛
期
総
関
門
か
わ
る

久
寺
家
と
噂
丹
市
闘
の
行
政
官
端
的
頼

関
が
二
尽
一

g
か
ら
次
の
時
々
々

に
な
ち
ま
し
た
。

Te久
お
せ
細
部
寝
泊
士
出
世
帯

V
講
同
市
開
制
御
議
以
幾
世
口

蜘
湘
凶
同
次
の
と
お
ち
で
す
。

m
w
関内政
A
M

抑
制
材
者
戸
、
持
参
く
だ
さ

い
e

令
惑
が
な
け
れ
ば
、
騨
品
別
郎

新
で
押
同
奴
官
軍
部
時
胸
部
品
。
氷
者
殺
ち

よ
せ
て
く
ど
き
い
。

mwm蜘繍楠総品
V
本
を
必
附
置
と
し
ま

す。@由
凶
器
臨
時
砧
な
る
べ
く
た
い
殺
つ

に
然
錦
惜
し
て
い
る
も
の
、
た
と

え
ば
爽
郎
な
ど
を
桂
持
参
し
て
く

ど

1
0

f
:
L
 

③
噛
盟
校
、
刊
日
奴
家
紋
人
が
端
綱
求

す
る
と
き
は
、
掛
端
銭
ま
た
は
一

一
贈
与
税
は
、
緩
や
ゑ
織
な
ど
ま
す
。

ζ

の
場
合
、
世
抑
制
闘
の
都
府

一
mw
不
動
態
や
株
式
、
調
損
金
、
然
災
で
綾
田
耐
を
し
て
、
土
柏
崎
や
曜
か
特
別
の
経
済
的
総
裁

一
致
隊
と
い
っ
た
動
産
、
そ
の
品
加
傾
聴
骨
子
ど
毛
さ
ん
の
名
義
に
し
一
般
の
叫
制
緩
の
網
開
与
の
ほ
か

一
の
財
獲
を

ιら
っ
た
場
合
に
か
で
も
、
索
機
竹
か
限
努
で
あ
れ
ば
花
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
特
別
の

一
か
る
税
念
で
、
叫
制
緩
や
も
ら
っ
酬
用
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
経
済
約
四
判
滋
巻
受
け
た
機
会
時
砧

…
た
人
げ
か
税
金
を
納
め
ま
す
。
防
相
脱
が
四
民
っ
た
土
地
や
家
間
臓
を
ザ
ナ
そ
の
実
E
H
か
酬
隅
与
と
か
わ
ち
ま

一
蹴
騰
の
臨
附
与
は
、
お
も
に
毅
と
子
寸
1
1
2
4
ど
も
さ
ん
の
名
義
で
サ
ん
か
ら
、
惣
与
と
み
な
さ
れ

芸
と
端
滑
な
ど
の
よ
う
に
、
親
族
一
つ
一
線
鱗
登
滋
し
た
場
合
ま
す
。

一
の
時
間
で
お

ιな
わ
れ
る
ζ
と
が
一
パ
一
は
も
、
双
与
が
お
乙
①
品
開
人
が
保
険
料
刊
を
交
引
払
っ
て

一
多
い
の
で
、
緩
い
号
制
怖
が
か
か
る
一

t、
一
な
わ
れ
た
‘
患
の
と
し
い
た
生
命
保
山
腕
A
奪
受
け
取
っ

…ES--か
ち
し
て
い
に
と
一
な
一
て
波
長
わ
れ
ま
す
た
と
き
。

一
い
う
人
が
、
案
外
お
ら
れ
る
よ
一
'
九
ν

一

金

銭

の

貸

銭

。

他

人

が

銭

A
躍
を
か
け
て
い
た

一

う

で

す

。

一

i

リ
…
食
料
糊
の
貸
借
浴
、
定
期
金
者
受
け
取
っ
た
と
き
。

一
本
雲
幽
専
と
は
、
岡
部
法
上
一
{
一
そ
れ
隊
隊
は
腕
写
で
@
時
間
農
を
姥
綴
よ
り
曲
作
滋
幸

一
の
納
期
与
契
約
の

ιと
を
い
い
、
一
糾
山
山
一
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
す
〈
懇
ち
受
け
た
と
き
。

一
都
捕
時
識
で
財
産
を
与
え
る
ζ
と
明
、
一
し
ら
一
本
来
ば
附
摺
与
制
艇
は
か

A
W
融
情
念
寺
俸
引
き
し
て
も
ち
つ

一
す
。
し
か
し
、

ζ

の
よ
う
な
正
一

4mu
一
か
ち
ま
せ
ん
。
し
か
た
ち
燃
が
わ
り
し
て
も
ら
っ
た

一
式
の
醐
零
で
な
く
て
も
、
た
と
一
号
一
し
、
緩
と
そ
夫
と
と
き
。

…
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
収
機
会
に
一
お
っ
一
索
、
綴
父
惨
と
線
な
二
月
一
日
か
ち
と
凶
月
十
日
品
良

一
は
、
通
認
滋
与
が
あ
っ
た
も
の
…
儲
畑
一
ど
の
よ
う
な
綴
族
蹴
開
設
で
は
、
製
与
副
都
の
術
品
附
と
約

一

j

守

一
と
し
て
、
蛸
関
与
察
室
喜
一

l
一

室

倍

程

、

李

総

を

す

る

重

で

す

か

ら

、

級

一

aζ
と
に
な
き
ま
す
。
一
日
階
級
一
銭
絡
の
な
い
、
い
わ
和
問
問
十
銘
俊
一
様
化
、
個
人
か
ち

一

財

出

臓

の

名

畿

後

絞

策

「
i
i
L
妙
る
バ
や
め
る
鯵
払
い
も
ち
ワ
党
時
間
後
の
合
計
縦
割
M
F
開問

}
殺
の
土
地
や
駒
郡
擦
を
子
ど
も
の
帥
世
間
開
な
し
」
と
か
将
棋
鼎
滋
せ
十
万
回
M

を
ζ

え
る
と
き
は
、
山
甲

~
さ
ん
の
名
義
に
か
え
た
ち
、
炎
る
よ
う
に
な
っ
た
ち
返
す
と
い
怨
し
て
く
だ
さ
い
@

一
畠
制
緩
の
徐
品
企
岳
災
さ
ん
の
各
議
う
「
級
殺
払
い
」

mw
食
品
梢
が
よ
手
鞠
腕
、
療
な
ど
が
わ
か
ら
な
い

一
に
か
え
・
中
い
よ
う
浴
場
合
は
、
そ
く
あ
ち
ま
す
が
、
aζ
の
よ
う
な
と
き
は
気
綴
K
制
制
緩
鰻
唱
に
お
た

一
れ
ら
の
除
蕊
が
綴
与
さ
れ
た
も
も
の
は
、
衆
録
的
関
に
は
勝
与
と
ず
ね
く
ど
き
い
。

広
比
ル
パ
い
鴻
内
閣
州
防
神
戸
川
伸
出
同
法
河
協
同
同
川
い
鴨
川
汁

帥
賦
帯
明
一
線
人
で
あ
る
ζ
と
壱
緩
開
制
収
制
刷
、
く
わ
し
い
と
と
に
つ

す
る
た
ら
、
戸
籍
後
抄
本
が
必
い
て
は
議
議
後
民
会
へ
お
問
問
い

裂

と

な

ち

ま

す

。

や

合

わ

せ

く

だ

古

い

。

品w
巡
袋
、
一
般
承
叫
職
人
以
伊
綴
波
野
ネ
ズ
ミ
滋
泌

す
る
と
き
句
、
議
求
権
者
世
甘
す

る
時
間
関
桝
僚
級
芳
一
人
以
上
あ
る
で
潔
割
問
を
散
布

と
量
は
、
出
竹
申
税
務
一
人
を
定
砂
町
内
の
榔
判
ネ
ズ
ミ
を
湯
治
す

請
求
し
て
く
だ
き
い
。
る
た
め
に
、
ナ
ト
ヲ
ウ
グ
ム
縦
割
期

フ
ラ
ト
ー
ル
を
術
開
問
し
て
、
会

附
町
い
っ
せ
い
に
薬
剤
散
布
を
お

と
な
い
ま
す
G

亨
爽
掛
鰐
綴
師
同
点
闘
月
十
二
日
か

ち
間
同
月
十
問
日
ま
で
動
…
珊
瑚
聞

は
散
布
地
域
記
立
入
禁
止
。

な
お
、
耐
熱
烈
散
布
地
区
げ
い
は

大
か
什
宮
入
ち
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

草署ま手鶴喜量主主主襲む
中島事cヒ〉の湾年宣言lま2月中旬託、海雲寺;uの望号年
舘は3J号線絡にそれぞれ発注記する予定です。 ζれの
完成!1:よって、。そのま義援の総発な罰百請が網干きされて

います。(写真上苦奇襲子I]j努年鎮〉

中
市
穴
山
{
干
一
院
大
繁

期
間
月
に
関
投

前
向
と
閥
開
発
機
会
mw
ザ
叩
?
に
よ
っ

て
久
寺
家
へ
務
組
織
し
た
中
央
学

際
大
学
は
問
問
尽
に
潟
淡
す
る
と

色
げ
い
な
ち
ま
し
た
。
中
央
学
側
陣

大
学
の
入
線
内
幾
羽
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
ち
で
す
。

ー
ド
の
た
め
」

E
一
万
八
百
九
鋭
、
「
積
載
組
巡
の
た
め
い
、
犬
猿
食
物
、
軽
思
議
、
支
払
欄
資

機
敏
殺
害
診
る
こ
と
が
十
}
九
件
、
「
拙
納
涼
J

げ
か
さ
け
る
と
「
ハ
ン
ド
ル
放
陪
仰
の
た
め
」
な
納
税
明
、
、
持
州
場
は
録
的
綿
密
二
・
七

で
殺
な
か
っ
た
滋
由
怒
っ
た
い
静
六
千
一
品
十
一
一
一
件
、
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
セ
ン
ト
、
滋
筋
二
七
・
豆

沼
和
一
一
一
十
九
年
中
、
余
録
で
「
気
が
転
〆
P

M

P

J

1

u

k

q

J

ぷ

策

滋

パ

ー

セ

ン

ト

、

厳

付

ユ

ム

ハ

ニ

一

川市払〓
j
下

1
y
い
よ
と
v
y
t
r
r二一一一一一

高

討

議

一

原

弱

者

と

し

て

総

倒

し

た

た

て

み

焚

二

議

?

町

民

郊

で

は

パ

ー

セ

ン

ト

と

な

っ

て

い

ま

す

し
た
深
十
了
澄
傷
交
遂
事
裁
は
め
い

uuM
ご
々
し
匙
綴
務
総
隣
町
昆
隠
醐
原
稿
問
機
と
の
よ
う
な
事
故
は
、
九
。

今
日
j
h
祖
国
事
望
号
毒
菌
園
田
書
留

aEE

主

李

じ

十

七

件

で

す

が

、

言

高

品

購

な

く

甥

温

言

転

パ

ー

セ

ン

ト

以

上

が

雲

、

心

や

ζ

れ
ら
の
甫
中
間
が
欄
義
母
き
け
「
家
が
見
猶
聖
護
霊
闇
鑓
臨
睡
績
が
ど
怠
慢
が
原
澄
し
て
い
る
と
間
四
わ

る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
閣
議
・
ヲ
ッ
ア
U

語

圏

眠

醗

聞

臨

置

蘭

掴

苅

ん

ぜ

ん

れ

ま

す

。

に
つ
い
て
怒
察
庁
交
滋
崎
市
議
芝
制
二
一
必

aa智
沼

閣

総

多

国

え

と

く

に

「

砲

に

あ

わ

な

か

っ

計
に
よ
る
と
つ
ぎ
の
と
お
ち
で
手
ス
十
九
一
一
J

之
p
p
b匂
際

一

一

概

ょ

た

い

な

ど

は

設

怒

淡

い

運

転

を

す
a

っ

た

」

件

ぃ

、

「

ブ

レ

ー

キ

の

汝

隊

の

り

も

一

し

て

い

作

拙

か

っ

た

経

擬

と

い

え

吋
吋
，

A
V
い

た

め

」

詩

五

百

二

件

、

そ

の

る

T
b主う令。

452 

V
務
総
人
闘
同

一
一
首
冬

一V
裁
銭
円
同

一a
(月〉

一品目
M

ハ
火
)

V
受
付
期
同
時

九
日
説
明
、

四
日
J
ゴ
一
汚
十
間
関
門
悶

V
山
山
綴
接
続
久
盛
ザ
副
都
剣
山
鳥
一

刷出火時
T
波
大
学
新
校
舎
脅
家
政

務
・
閉
炎
wぬ
嫡
階
的
溺
…
一
プ
-
一
、
中

央
時
十
世
院
大
検
泌
総
務
務
所

亨
静
踊
酷
酎
科
悶
同
開
締
側
、
中
央
給
、

〈口
M

本
史
、
笹
田
狩
出
先
日
、
品
川
淵
期

語
、
数
学
ω
(
2
B
)
、
副
開
制
耐
の

う
ち
一
斜
線
噛
躍
的
関
山

T
A骨
格
発
明
夜
一
次
H
一
一
月
二

十
三
沼
、
二
次
持
一
ω

…
悶
月
十
八
円
時

腕
期
抑
制
-
工
事
で

議

議

通

行

止

第
一
点
浜
衛
策
腕
階
級
る
の
舗
装

改
良
ヱ
一
事
を
お
ζ
な
う
に
め
、

…
一
月
十
隠
か
ら
三
汚
ニ
十
円
口
ま

で
務
術
中
巡
行
出
品
二
自
転
車
、
オ

ー
ト
バ
イ
臨
時
く
〉
と
な
与
ま
す



毛
よ
う
な
所
得
、
た
と
え
ば
事

懇
統
制
押
や
給
与
所
得
な
ど
に
ゆ
山

べ
ま
す
と
、
税
金
が
剖
聴
く
な
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
れ
仏
、
念
品
刷
骨
絞
っ
て
鐙
宅

を
時
憾
で
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

一
双
の
手
緩
き
を
す
れ
ば
、
税

金
が
さ
ら
に
師
聴
く
な
っ
た
れ
ソ
、

か
か
ら
な
く
な
っ
た
h
す
る
持

出
慨
も
あ
り
ま
す
。

錨
制
緩
と
は
線
描
臨
む
場
合
は
、

築関斜
m
w
ζ

と
を
い
い
ま
す
が
、

税
法
上
は
売
回
闘
の
ほ
か
、
つ
ま

の
よ
う
な
翁
合
も
終
渡
し
た
と

と
に
な
き
ま
す
。

m
w
出
品
市
脱
者
災
後
し
た
場
合
。

岡
部
隊
設
に
つ
い
て
は
、
年
令
げ
に
プ

E
事

'

童
話
、
震

f:の署
長

警

…

…

一

!

与

口

組

絹

糸

恥

務

委

滞

納

し

た

が

れ

る

と

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ニ

フ

六

吹

場

¥

す

門閥
U

綴
線
二
線
開
月
一
一
目
安
あ
な
た
の
務
会
は
、
昭
和
一
一
一
山
一

4
f
k

ま
れ
の
後
録
時
桝
翁
で
す
が
、
制
路
線
組
主
一
段
緩
ま
れ
と
い
う
ζ

一
N
i
i
j
i
l
-
-
i
i
i
i
i

山
崩
綴
胤
諮
ム
躍
が
で
き
た
と
き
と
で
す
の
で
二
子
一
語
間
間
約
一
一
泡
液
製
無
料
検
蕊

か
ら
、
今
ま
で
保
険
料
明
者
総
仙
納
入
す
れ
ば
よ
い
と
と
に
な
ち
ま
…
日
銀
・
白
赤
・
松
一
一
円
係
同
機
関
前
に

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
閉
す
。
し
た
が
っ
て
、
際
だ
か
名
ニ
よ
る
然
災
の
成
液
検
淡
を
次
の

汚
か
ら
約
め
た
い
と
綴

F
H
仁王
ν

楠
刺
入
す
れ
ば
、
あ
な
た
が
一
一
と
お
与
お
と
な
い
ま
す
。

い
ま
す
が
、
将
来
老
令

O
A空
宇
同
道
す
る
ま
で
に
一
一

v
品
目
一
足
二
十
二
日
午

雲

す

け

ら

れ

る

で

ん

ぷ

三

一

一

言

保

険

料

喜

一

約

九

時

三

分

か

ら

事

長

し
よ
う
か
。

2
2鴻
際
問
め
る
乙
と
に
伝
り
ま
す
か
一
士
一
十
分
ま
で
e

〔
答
〕
国
同
一
三

2.
ご
ω
ず
涼
ら
老
令
し
室
長
け
ら
れ
一
一
亨
場
所
玉
、
建
輩
、

は
、
安
明
年
会
学
ヲ
け

A
A関
係

ま

す

。

一

一

布

品

拠

出

甲

る

zκ必義輔渓警席交苔b草々愉診譲静受A
丹議げ総蓄総雲蓄臨資喜H窃抽絡柏

潟
糊
総
削
の
商
媛
問
仲
伶
汁
と
し
て
回
係
悼
詔

e町2J

制
籾
判
凶
は
同
二
年
壱
経
調
遜
調
し
ま
す
…
叩

v
抽
検
戟
官
滋
按
払
脅
匂
受
け
ら
れ
る
人

跡綴鱗制斜特島品豹制め
hにι
溺
欄
終
持
、
あ
る
い
と
臨
時
効
と
な
っ
て
お
さ
め
与
れ
二
十
六
才
以
上
の
人

差
出
棋
料
品
加
除
翼
主
義
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ニ

V
申
込
み
ハ

Z
E後

た
綴
開
問
い
か
一
一
十
日
札
阿
部
内
叫
ぶ
あ
る
で
き
る
だ
け
は
や
い
機
会
氏
、
一
日
出
向
名
、
年
A
W
を
併
殺
い
で
役
場
ま
曹

と
き
に
官
民
徐
容
れ
る
と
と
に
な
時
幼
に
よ
っ
て
約
綴
じ
て
い
々
一
一
た
は
紛
お
・
お
を
玄
的
へ
。
穏

や

で

い

ま

す

。

い

保

険

料

を

ま

ず

お

き

め

る
ζ

一
一
滋
で
も
受
付
け
ま
す
。

し
か
し
、
発
足
当
時
〈
総
務
と
官
、
す
。
そ
し
て
安
定
し
れ
い
務
ニ

ζ

の
検
査
は
雲
マ
イ
ナ
ス

ゴ
一
十
六
年
間
同
月
一
日
〉
に
お
い
後
を
お
く
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ニ
な
ど
の
盛
絞
燃
も
わ
か
る
耕
輔
搬
出

て
一
一
一
十
一
才
を
ζ
え
C
い

る

被

う

。

一

一

検

変

で

す

。

紛

糾

川

市

授

け

た

検

j
i
t
-
-
l
i
t
-
-
i
i
i
t
向
査
は
幾
蛸
燃
が
あ
る
の
で
再
検
交

げ
い
再
開
附
削
お
で
ん
は
、
克
明
叫
を
お
す
す
診
し
ま
す
。

燃
に
潟
い
穣
好
率
を
示
し
て
い
抑N

な
判
明
、
取
司
祭
の
割
制
食
に
は
あ

ま
す
。
お
げ
物
も
魚
の
イ
内
同
立
与
脂
肪
分
巷
と
ち
な
い
よ
う

ど
ま
る
ず
、
ま
f
、
品
目
詑
し
て
く
げ
い
き

ロ
ッ
ケ
な
ど
も
変
化
を
つ
け
押

た
カ
レ
1
コ

ロ

ヲ

ケ

や

ハ

ム

匁

町

議

援

技

術

み
あ
げ
な
ど
、
副
般
の
耕
民
必
な
ど
…
綴
期
層
生
募
集

も

求

め

て

い

ま

す

む

叩

乙
れ
ら
橋
前
市
中
の
判
闘
い
も
の
四
千
葉
国
熟
議
官
臨
時
偶
蹄
刷
機
務
波
紋

の
反
一
級
、
あ
ま
り
努
ま
れ
な
い
士
前
線
層
間
生
老
次
の
と
お
り
募
集

も
の
は
、
勝
然
の
ゴ
マ
あ
え
、
日
し
て
い
ま
す
。

す
の
粉
、
そ
の
品
開
海
そ
う
類
な

N
V奴
胤
脱
却
緩
務
室
箆
村
七
栄

ど
数
時
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ζ
れ

w
V制
問
問
一
方
銀
総

ら
は
家
庭
の
食
後
胤
摘
が
際
関
と

M
V人
員
二
十
点
鴇

な
っ
て
い
る
の
か
も
紛
れ
ま
せ
山

V
資
格
新
鋭
取
学
後
卒
業
以

ん

M

L
ん
の
学
力
者
有
す
る
も
の
、
総

跡
料
品
肢
で
取
主
人
れ
る
品
開
且
晶
は
山
内
十
・
必
才
川
机
下
の
男
子

畿地中
μ
伊
家
め
ら
れ
て
お
き
、
ト

w

学
校
六
一
良
か
ら
七
百
カ
終
的
ツ
い
い
…

V
綬
粥
間
協
聯
羽
田
の
内
容
綴
蜘
腕
、

中
学
校
八
百
五
十
カ
ロ
ヲ
!
と
一
護
隊
、
養
曲
滑

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
街
一
軍
回
開
設
受
付
…
月
一
一
…
十
日
か

の
兇
察
、
今
一
銭
は
岬
吊
に
器
準
円
以
叩
ら
一
一
月
二
E

十
八
円
口
ま
で

ト
引
の
カ

u
ヲ
ー
を
取
り
入
れ
て
叩
く
わ
し
い
ζ
と
に
つ
い
て
は

い
ま
す
。
抽
眠
時
世
さ
れ
や
す
い
ピ
一
千
議
開
鼎
京
間
産
裁
験
場
へ
お
側
州
い

b

ア
ミ
ン

C
に
つ
い
て
は
、
ピ
タ
一
会
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ミ
ン
C
剤
奇
舗
網
補
地
上
w
h

組
問
問
刑
し
日

て
織
っ
て
い
ま
す
a

一

育

児

相

側

議

即
時
時
話
機
内
総
予
定
紋
立
表
は
一
二
月
mw
帯
同
協
持
制
相
談
は
、
二
口
月

学
校
、
か
ち
お
胸
部
燈

κ届
け
ち
れ
M川
二
十
五
日
曜
掲
ヱ
会
館
で
午
納
制
九

で
い
ま
す
が
、
と
れ
ら
の
絞
笈
N

と
か
ら
み
あ
わ
さ
L
、
鉄
総
で
な
吋
か
ら
午
後
開
問
時
時
ま
で
お
に
な

の
食
生
漆
岳
地
喝
え
て
い
た
だ
く
吋
い
ま
す
。
な
わ
初
、
議
後
女
同
問
、

と
、
学
校
給
食
、
も
玲
ふ
き
た
も
の
山
綴
ル
ル
支
所
明
、
mw
育
児
担
制
裁
は
ゴ
一

と
な
る
明
、
し
よ
う
。
例
月
ま
で
中
止
い
た
し
ま
す
。

げ
る
e

命
総
数
h

抽
出
肉
体
労
働
、
務
待
感

紛
争
書
け
る
乙
と
。
噛
却
い
品
、
m
w

夜
中
温
い
同
投
出
陣
か
ら
総
に
総
量

上
っ
て
媛
約
へ
行
っ
た
り
、
晶
画

げ
い
制
削
っ
た
り
す
る
と
鼠
ぽ
が
上

ち
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
も
い
ら

い
ち
し
た
ち
、
不
安
が
あ
っ
た

ち
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

@
日
常
の
食
べ
仙
怖
で
は
、
あ
ぶ

ら
つ
と
い
い
も
の
や
米
飯
、
め
ん

制
刑
を
へ
ち
し
て
、
代
h
J
K
多鳳島

の
鵬
判
然
を
た
ベ
る
。
出
掛
か
ら
い

も
の
は
極
力
き
け
で
淡
い
柏
町

κ

す
る
。
か
ら
し
、

ζ
し
よ
う
な

ど
か
ち
い
も
の
な
ど
i

も
な
る
べ

く
さ
げ
る
。

{約一一一一

こ
ん
な
袴
に
譲
渡

所
得
の
京
告
を

土
地
や
家
屋
な
ど
を
機
器
と

夜
得
税
が
か
か
ち
ま
す
が
、

ζ

れ
は
樹
党
内
J

た
胤
交
日
の
譲
渡
援
に

対
し
て
か
か
る
も
の
で
す
。

ζ

の
抽
融
緩
益
の
ζ

と者一，輔偶蹄崎弘前

得
」
と
い
い
ま
す
。
側
側
人
の
主

っ
て
い
る
み
ふ
織
や
竣
磁
の
ほ
か

儲
問
機
鵬
耐
久
、
験
制
問
、
街
地
権
、

批
判
約
機
な
ど
老
舗
時
渡
し
た
場
合

も
ζ
れ
に
含
み
ま
す
。

ζ

の
譲
渡
所
得
凶
体
、
胤
対
絡
に

わ
た
る
俊
樹
臨
の
綴
よ
り
終
h
y

、

幾
拙
践
の
畿
に
…
崎
氏
現
わ
れ
る

際
協
開
明
、
す
か
ら
、
毎
年
発
生
す

成
人
病
で
は
脳
卒
中
が
多
い

イ
ラ
イ
ラ
や
不
安
も
大
敵

し
い
緩
や
緩
備
閣
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
開
明
伎
が
ず
っ
と
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
か
わ
ち
に
、
制
脚
本
中
、

心
掛
偶
然
、
ガ
ン
μ
v
d
…
…
犬
死
亡
原

則
闘
と
な
っ
て
弘
ま
し
た
。

品
税
減
持
ぺ
十
町
聞
の
場
合
で
も
、
そ

の
制
問
に
も
れ
ず
、
死
問
闘
の
輔
さ

位
は
脳
卒
中
、
然
一
一
伎
は
ガ
ン

第
三
位
は
心
綴
淡
慾
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ζ
れ
ら
の
お
気
持
拡
鮪
聞
き
ざ
か

ち
の
年
令
層
に
多
い
蹴
獄
絵
の
約

気
で
あ
る
た
め
、
時
間
人
殺
と
総

称
し
て
い
ま
す
。

成
人
向
的
で
も
と
く
に
多
い
世
持

政
援
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

血
圧
と
い
う
の
は
測
る
時
期

や
そ
の
時
の
外
人
の
枚
拙
闘
に
よ

っ
て
効
く
ζ
と
が
あ
ち
、
あ
る

隊
約
っ
た
出
胞
が
あ
な
た
の
確
定

的
な
占
拠
民
健
と
は
い
え
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一

闘
で
も
渓
一
九
十
ミ
明
以
上
宝
烹

い
鼠
伐
を
策
し
た
万
は
大
い
w
件

後
叙
す
る
必
要
が
あ
ち
、
殿
町
民

が
変
動
す
る
時
吋
制
捕
に
は
議
伎
の

効
果
も
な
か
な
か
火
器
い
も
の

で
す
。ん旭
町
訟
の
商
い
人
は
次
の
よ
う

な
と
と
に
時
回
議
し
て
幾
康
で
開
明

る
い
集
活
吾
送
っ
て
く
だ
き
い

①
一
践
を
休
め
、
母
体
骨
努
絡
に

保
つ
こ
と
は
潔
憾
に
効
岡
市
が
あ

ち
ま
す
。
そ
の
と
め
に
は
早
縫

総
合
抑
制
語
、
み
る
い
は
選
一
日
く

ち
い
は
の
ん
び
ち
し
た
臼
品
川
絞

ζ

ぬ
と
ζ

ろ
成
人
病
と
い
う

と
と
ば
を
、
し
ば
し
ば
海
に
し

ま
す
合
成
人
時
間
と
は
、
い
っ
た

い
ど
ん
な
緑
町
沌
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
概
略
卒
中
、
心
議

潟
、
ガ
ン
必
ど
の
急
対
封
識
を
い
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
、
関
以
院
の
死
亡
鱗

位
の
第
一
佼
告
し
め
て
き
た
の

は
斡
制
緩
で
レ
に
。
と
ζ
ろ
が
部
制

協
宅
宅

補和41<手21号1吾妻善行

総
合
。
③
資
産
を
土
地
紋
閥
的
淡
な
νしで

絞
用
問
さ
れ
た
級
会
。

品
切
法
人
総
双
の
と
き
、
資
産
を

捌
掛
線
路
資
し
た
場
合
。

〈
わ
し
い
と
と
に
つ
い
て
は

税
務
剤
師
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

先
手
必
勝

成
人
総
に
捻

学一期診叫削

早
期
治
様

輔

、"び

{
成
人
総
予
防
)

給
食
の
実
態
、
ま
と
ま
る

よ
ハ
一
六
人
が
受
け
る

a; 毅

内
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
弘
和

食
災
級
隠
勅
献
を
一
カ
月
平
均
約

一
一
十
日
間
同
と
す
る
と
、
給
食
帥
慨

は
一
気
小
学
校
明
、
一
ぷ
十
筑
間
、

中
学
校
で
関
十
円
と
い
う
ζ
と

に
な
き
ま
す
。
挙
制
仰
に
よ
っ
て

は
、
眠
時
察
務
な
ど
属
加
聞
の
お
い

と
と
も
ゐ
号
、
時
間
波
山
即
応
援
し

い
月
も
あ
き
ま
す
。

同
四
#
胞
の
緩
み
に
つ
い
て
壊
好

鶏
波
紋
然
か
ち
み
る
と
、
実
縫

}
点
後
必
然
透
し
た
掘
詩
が
あ
ら

わ
れ
て
い
ま
す
。

主
食
で
あ
る
パ
ン
殺
に
つ
い

て
は
、
ヲ
ヤ
ム
、
パ
タ
i
な
ど

の
添
加
加
紛
が
な
い
と
食
べ
ち
れ

な
い
と
い
う
榔
品
目
見
が
多
く
で
て

い
ま
す
e

割
問
・
交
に
つ
い
て
は
、

し
る
物
類
、
煮
物
獄
、
あ
げ
物

類
江
ど
の
務
総
作
品
で
余
体
の
九

十
パ

lhu
ン
ト
を
い
出
め
て
い
ま

す
a

縁
仏
刊
け
な
ど
も
、
カ
レ
ー

な
ど
の
香
辛
料
を
つ
か
っ
て
綴

味
し
た
約
に
移
り
、
行
本
的
関
な

談内
nh弘
司
時
掠
か
ら
悌
附
際
化
レ
花
嫁

つ
け
が
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す

と
の
ほ
ど
学
校
給
食
に
開
閉
す

る
総
べ
が
次
の
と
お
り
ま
と
ま

ち
合
点
し
た
。

学
校
総
食
は
附
開
市
内
丸
小
山
叩
学

授
の
う
ち
延
納
帆
で
蜘
成
約
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
第
一
小
学

校
〈
bw
九
六
人
〉
、
祭
一
一
一
小
学

校
〈
二
一
一
一
O
人
)
、
関
関
誌
ふ
泳
場

校
〈
七
一
一
一
人
)
、
術
後
小
教

授
〈
相
関
七
五
人
〉
、
間
関
訪
中
学

校
門
間
い
ひ
と
人
〉
、
合
計
二
六

二
ハ
人
が
品
開
会
を
受
け
て
い
ま

す。
晶
子
校
給
食
は
、
文
化
財
取
に
ゆ
ず

授
で
食
事
を
す
る
と
い
う
，
た
け

で
な
く
、

mw門
問
機
生
}
淡
の
食
事

に
つ
い
て
圧
し
い
理
解
と
期
間
後

仇
常
務
う
、
今
食
生
訴
の
ん
開
制
嶋
終

栄
養
の
改
革
問
お
よ
び
Mm燃
の
掛
端

進
を
は
か
る
、
後
食
料
酬
の
生
援

崩
刷
会
お
よ
び
哨
制
緩
に
つ
い
て
正

し
い
捌
期
総
民
議
く
、
と
い
っ
た

よ
う
な
と
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
Q
執
初
会
は
、
小
，
蜘
J

納
拭
付
人
一
カ

月
七
一
ね
附
問
、
中
学
校
一
人
八
百

f潟三三種懇俊幸語護軍警の一一一一…一一一一一一……一広

い
て
く
る
。
あ
の
人
が
い
な
か

っ
た
ら
似
る
と
、
人
か
ち
い
わ

れ
る
よ
う
な
人
に
な
ち
た
い
。

ぞ
れ
は
用
品
い
あ
い
か
っ
た
然
減

で
い
う
の
で
は
な
く
、
官
狩
絞
蹴
樹

脂
闘
の
み
る
人
閥
、
人
か
ら
も
そ

し
て
絡
を
と
っ
た
時
、
自
分
で

も
ζ
m
w
緋
棋
に
か
引
き
て
き
て
よ
か

っ
た
と
出
掛
お
れ
る
生
き
方
、
あ

る
い
は
人
出
偶
像
、
そ
れ
者
問
料
側
耐

に
し
よ
う
と
同
協
う
。

い
ま
ま
句
、
米
泌
総
明
、
お
る

と
い
う
ζ
と
旬
、
環
壌
が
す
べ

て
総
誠
臓
を
支
え
て
く
れ
た
。
し

か
し
毛
う
大
人
に
な
っ
た
e

あ

た
た
か
い
滋
怒
川
主
的
告
と
M
O
し

寒
風
が
吹
き
あ
れ
る
脳
同
抑
制
に
投

げ
に
さ
れ
に
。
で
も
も
う
私
達

は
ま
け
な
い
6

み
ん
な
で
予
告

と
与
あ
づ
て
、
大
主
役
楽
し
は

い
未
来
に
、
つ
っ
ぱ
し
ろ
う
で

は
な
い
か
。

い
も
の
が
あ
っ
た
。
務
総
は
盛
た
。
し
か
し
、
一
歩
さ
が
っ
て
し
で
は
な
ち
は
い
。
機
利
り
行

予
言
で
、
人
々
の
や
一
銭
は
安
定
し
全
被
葬
者
丸
る

κ、
ベ
ト
ナ
同
慌
に
は
後
務
が
と
も
な
う
。
私

5

た
e

ゑ
附
械
の
後
周
げ
か
き
け
ば
れ
ム
に
糊
戦
火
は
あ
が
り
、
米
ソ
mw

滋
肉
刺
殺
が
よ
ち
よ
い
町
に
、
困
問

;
レ
口
ヤ
i
ブ
l
ム
の
拍
肢
は
お
し
州
川
内
以
は
後
し
い
、
に
，
K
一
つ
の
に
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
の

H

よ
せ
て
き
た
9

人
々
の
、
仰
が
加
向
原
爆
の
陪
件
数
瑞
闘
で
あ
る
総
本
で
あ
る
。
エ
レ
み
そ
も
モ
ン
キ
ー

佐
か
得
体
mw
然
れ
な
い
も
の
に
粂
は
、
会
披
弊
M
F
…平和利

ω畿
を
歩
ダ
ン
ス
も
け
っ
と
う
な
が
ち
、

っ
て
、
ふ
お
ふ
わ
し
て
い
る
よ
む
よ
う
に
力
者
っ
く
さ
私
ば
な
若
い
カ
を
…
方
で
、
も
っ
と
有

き
の
う
の
自
分
と
、
き
ょ
う
う
で
あ
っ
大
砲
も
っ
と
大
地
に
ら
々
い
総
務
を
負
っ
て
い
る
と
滋
滞
納
氏
絞
わ
な
け
れ
ば
な
ち
h
悼

の

自

分

と

少

し

も

変

っ

て

い

な

絞

を

踏

み

し

め

い

の

で

あ

る

。

い
は
ず
な
の
そ
一
一
十

Z総
て

、

自

分

喜

抗

日

い

若

い

力

を

有

意

義

に

号

室

震

性

向

日

即

日

間

以

刈

立

子

白

紙

一

砂

佐

川

川

知

子

(

一

一

十

干

銀

行

き

詰

り

日

ド

敗
戦
mw
伴

、

と

の

詮

に

誕

生

ち

か

え

て

み

な

率

緩

い

か

得

ら

れ

し
た
滋
溌
は
、
新
し
い
出
H

本

と

け

れ

ば

い

け

な

い

。

そ

し

て

そ

い

え

る

。

ょ

う

か

e

私
達
は
自
分
の
役
引

共
同
比
割
問
っ
て
き
た
。
私
淡
の
綴
れ
を
土
台
に
将
来
の
察
も
、
し
私
達
が
卦
門
会
内
い
れ
ね
い
で
、
係
者
と
お
し
て
、
社
会
開
間
数
に
泰

史
法
、
新
し
い
悶
本
mw
岬脇市
λ

で
ん
け
ん
な
箆
で
見
つ
め
な
け
れ
認
を
役
一
倍
し
て
い
く
う
え
に
、
扱
し
て
い
る
α

あ
ち
、
災
争
点
践
が
の
成
長
し
て
ば
、
ご
十
宏
氏
な
っ
た
目
、
私
・
ど
う
品
開
を
潟
え
、
い
か
に
笑
行
白
料
品
刀
必
然
抑
制

ω隊
持
と
問
問
時
吋

い
く
淡
で
も
み
っ
た
。
戦
後
二
は
そ
ん
な
璃
明
寺
考
え
た
。
戦
争
し
て
い
く
か
、
も
っ
と
も
っ
と
氏
、
役
会
w
h

ヌ
献
し
て
い
る
と

十
線
、
も
は
や
制
戦
後
と
い
う
設
守
地
向
し
ん
だ
緩
時
臨
む
な
い
滋
滋
絡
し
会
い
の
喝
を
も
っ
必
姿
が
総
う
か
ち
ζ

そ
や
り
が
い
の
為

裁
判
、
あ
ら
わ
す
が
お
か
し
い
伐
に
は
、
そ
れ
が
遠
く
の
家
と
給
あ
ろ
う
。
新
し
く
得
る
潤
指
数
議
る
も
の
な
の
で
あ
れ
ソ
、
総
々
な

ど
、
日
本
の
猪
綿
慨
は
泌
が
ま
し
し
泌
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
つ
も
、
決
レ
ザ
、
相
崎
明
部
叫
昧
な
る
の
に
苦
難
に
に
え
る
フ
ァ
イ
ト
も
わ
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